
令和元年度 八東フェスティバル
たくさんのみなさんの御参加に感謝します。ありがとうございました。

秋の深まりを感じる１１月９日（土）。令和元年度の八東フェスティバルを八東体育文化センターで、今

年も開催しました。当日は、開場前からたくさんの保護者・御家族のみなさん、来賓・地域のみなさんに多

数御来場頂き、ありがとうございました。

今年のフェスティバルのテーマ「伝えよう つながろう みんなの笑顔で」 の通り、会場全体みんながつなが

り合う、笑顔が溢れるフェスティバルになったと思います。

開会のあいさつでも少し触れたように、オープニングから子供たちの舞台に、発表に、演技に、校長の私

自身が子供の成長の素晴らしさに驚き、感動したフェスティバルでした。それは、終始変わることがありま

せんでした。どの学年の発表もとてもすてきでした。すばらしいものでした。４月からこの半年間の間に、

子供一人一人が成長し、学年・学級としてのまとまりを感じることができるものでした。

また、今年の学校経営ビジョンの柱・めざす児童像の一つに、「かかわる子」をあげています。「郷土愛」

の育成をその柱にしています。「地域の人々とかかわりを通してその中で育つ郷土愛」を柱にしています。

そうした意味でも、それとつながるたくさんの発表がありました。

この「八東フェスティバル」というすばらしい舞台経験を通して、子供たちは人前でも臆することなく、

堂々と自分を表現する力を身につけていきます。そして、自分自身で言葉の力を実感できます。春に運動会

を経験し、集団のつながりやきずなを育て、秋には、フェスティバルを

通じて、一回りも二回りも成長した姿を、言葉を通して伝えていく。そ

の意味での毎年開催の「八東フェスティバル」であってほしいと思いま

す。そう願います。

来年の「八東フェスティバル」をお楽しみにお待ち下さい。

今年もありがとうございました。

【八東フェスティバルの様子を写真で紹介します。】

【 さて、何年生の発表でしょうか。分かりますか。 】



○令和元年度の校内マラソン大会
～ 最高の天気でみんな最後まで元気よく完走しました。

会場・沿道からの御声援、ありがとうございました。 ～

１０月２４日・２５日の両日延期。そして、１１月１４日の延期。合

計３回にわたり延期した令和元年度校内マラソン大会。「待てば海路の日

和あり」のことわざの通り、「小春日和」の秋空の元、１５日に無事に終

了することができました。天気予報を見ながら、辛抱強く待った甲斐があ

りました。

そして、スタートを切った全員がゴールラインを全員通過

し、走り切ったことは、うれしい限りです。開校して３年目、

今年もたくさんの新記録が出たことは、大変うれしいことで

す。バス通学などで児童の体力低下・持久力低下が心配され

ていました。しかし、そうしたことは杞憂でした。毎朝の地

道な朝走りは、一定の成果が出ていると思います。中でもう

れしかったのは、１年生の女子４人が新記録を出してくれた

ことです。朝マラソンの様子を見ていると、１年女子は、４

月からみんなまじめに朝走りに取り組んでいます。その後の

草取りもがんばってくれています。

まさに「継続は力なり」です。これから寒くなりますが、

できる限り、朝走りを継続したいと思います。

※全学年の入賞者は、近日中に学校便りでお知らせします。１２月には表彰も予定しています。

○台風１９号の被災者への義援金への御協力ありがとうございました。

２７，５９５ 円

○第２回資源回収の収益金報告

２５１，５６５ 円

先月から児童・保護者のみなさんに御協力頂きました義援金が、左記の金

額になりました。ありがとうございました。八東フェスティバルの際にも御

協力頂きありがとうございました。

児童の代表が町へ近日中に持参します。

第２回の資源回収の木下産業からの仕切書の金額が左記の通りでした。これに

町からの報奨金も追加され教育の会の会計に繰り入れます。御承知おきください。

（ところで、新聞の総重量は１３トンでした。新聞も積もれば山となるですね。）

○八東フェスティバルへの保護者のみなさんの感想より （たくさんの感想のほんの一部です。）

・なぜ「八東フェスティバル」なのかと思っていましたが、子供たちが生き生きと発表したり、みんなで参加して踊ったり
と、最後は本当に「フェスティバル」だと思いました。子供の成長を見ることができ、楽しませて頂きました。

・子供たちが授業や町探検、社会見学で学習したことがよくまとめられていてすばらしい発表でした。大きな声で堂々
と発表している姿に成長を感じることができました。地域のことなど、大人でも初めて知ることもあり、楽しく観賞す
ることができました。

・各学年の発表内容から、しっかりと地域と関わりを持ちながら子供たちの教育に取り組んで
頂いている学校の姿勢を拝見させて頂きました。子供たちが大人になっていく過程の中で、
自分の生まれ育った地域を誇りに感じ、自身のアイデンティティーの一部とすることができる
よう保護者もがんばらなければと思います。

・「伝えよう つながろう みんなの笑顔で」のテーマのもと、本当に一人一人が生き生きと輝
いていました。大きなステージで自分を出し切り、堂々と演技力いっぱいに表現する姿は、
わたしたちに感動と前向きに生きる素敵なエネルギーをいただき、感謝の念でいっぱいで
す。

・統合して３回目の八東フェスティバル、年々の盛り上がりと学校全体の一体感を、保護者が
最も肌で感じることができるイベントの一つだと思います。

○たくさんのあたたかい言葉、励ましの言葉、ありがとうございました。また、御要望や御指摘など来年
度の八東フェスティバルの実施に生かしていきたいと思います。


